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飯室地区全景。中央に複合ショッピングセンターＣＯＭＳ安佐パーク。

右奥に清和中学校が見える

　

飯
室
の
地
は
太
田
川
と
そ
の
支
流
、
鈴

張
川
流
域
の
山
間
部
に
位
置
し
ま
す
。
地

名
の
由
来
は
文
政
２
（
１
８
１
９
）
年
の

「
国
郡
志
御
用
に
つ
き
下
調
べ
書
出
帳
」

に
よ
る
と
、
『
往
古
諸
国
に
設
置
さ
れ
た

氷
室
に
ち
な
む
』
と
あ
り
ま
す
が
、
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
地
を
同

書
に
見
る
と
、
古
市
地
区
と
宇
津
地
区
が

本
郷
（
古
く
か
ら
開
け
た
村
の
中
心
地
）
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
村
に
二
つ
の

本
郷
が
在
る
の
は
珍
し
く
、
往
古
か
ら
陸

路
と
舟
運
で
栄
え
た
証
し
と
も
言
え
ま

す
。

　

陸
路
で
古
市
地
区
は
庄
原
往
還
（
江
戸

時
代
の
街
道
）
が
通
り
、
年
貢
米
な
ど
は

こ
の
地
か
ら
宇
津
地
区
へ
、
各
物
資
は
宇

津
地
区
か
ら
こ
の
地
を
経
由
し
豊
平
・
千

代
田
方
面
へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

１８
（
１
８
８
５
）
年
６
月
、
幕
の
内
峠
に
県

道
が
完
成
し
、
飯
室
や
芸
北
の
五
か
村
は

陸
の
孤
島
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昭
和
２９
（
１
９
５
４
）
年
に
は
幕
の
内

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
県
下
初
の
有
料
道

路
（
昭
和
４４
年
に
無
料
と
な
っ
た
）
と
し
て

山
県
郡
の
東
西
合
流
点
、
さ
ら
に
山
陽
と

山
陰
を
結
ぶ
強
力
な
役
割
を
果
た
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
舟
運
の
起
源
は
中
世
（
１
３
０

０
〜
１
５
０
０
年
）
頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
〜
戦
国
時
代
ま
で
は
荘
園
領
主
や
武

将
の
経
営
が
優
先
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
舟
運
で

村
で
は
可
部
を
経
由
し
諸
物
資
の
供
給
が

行
わ
れ
、
宇
津
地
区
は
近
世
か
ら
近
代
に

か
け
、
旧
安
佐
郡
北
部
、
山
県
東
部
の
米
・

麦
・
薪
・
炭
等
の
積
み
出
し
港
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
田
川
に
沿
っ
て
旧
国
鉄
可
部

線
の
可
部
〜
飯
室
間
が
昭
和
１１（
１
９
３
６
）

年
に
開
通
し
、
同
２１
（
１
９
４
６
）
年
に
は

布
地
区
ま
で
延
伸
し
ま
し
た
。
山
陽
と
山

陰
を
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
明
治
時
代
か
ら
計

画
が
あ
り
、
さ
ら
に
延
伸
工
事
は
進
め
ら

れ
同
２９
（
１
９
５
４
）年
に
は
加
計
、
同
４４

（
１
９
６
９
）年
に
は
三
段
峡
ま
で
開
通
。

し
か
し
、
自
家
用
車
が
普
及
し
赤
字
を
理

由
に
平
成
１５
（
２
０
０
３
）
年
に
可
部
〜
三

段
峡
間
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
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観音堂
かんのんどう

この地太田川の船頭泣かせの難所「獅子走り」

の川中から引き揚げられた石が御神体。言い

伝えでは、庄屋さんの夢枕に立ったとのこと。

この宇津地区は昔から水害が多くあり、春祭り

では水難祈願も行っている。

舟運の安全を祈願
地元では「観音さん」

33

旧 JR 安芸飯室駅
きゅうじぇいあーるあきいむろえき

旧国鉄可部線は昭和１１（１９３６）年１０月に

開通。昭和２０年代は木材を運んだ貨物列車

が中継駅としてこの駅も利用された。昭和４６

（１９７１）年３月まで蒸気機関車が運行されて

いた。平成１５（２００３）年に廃線。

国鉄可部線は昭和１１年開通
惜しまれつつ平成１５年廃線

;

宇津孫右衛門の墓
うずまごうえもんのはか

この墓は戦国末期から安土桃山時代の物だと

鑑定された。伝えによれば、宇津氏は数百年宇

津地区に住んで相当羽振りをきかしていたらし

い。「郡中国郡志」によると、宇津氏にちなみ地

名を「宇津」とした。

豪族なのか領主なのか？
地名の由来となった

32

浄国寺
じょうこくじ

もとは真言宗で永正９（１５１２）年、正学によ

り開基。天文２（１５３３）年、釈得了により浄土

真宗に改宗。享保５（１７２０）年、に草葺きで

現在と同等の物が再建。大正１４（１９２５）年、

現在の伽藍を再建。

:

かつては森山の山頂に在った
境内の石垣は築城様式

薬師堂
やくしどう

１７５１～１７９０年（宝暦～天明）の頃、上畠に

山津波がおこり、浄巖寺や多数の民家が流さ

れてしまった。後に浄巖寺付近から薬師如来像

が出土。現在地にお堂を建て祀ったのがはじま

り。

9

災害で被災した人を祀る
近くには戦死者供養の塚も

大歳神社
おおとしじんじゃ

神主河野家先祖が上畠地区へ住居を定めたと

き、天保１０（１８３９）年か天保１１（１８４０）

年ころ勧請したものか、もともと上畠地区に祀

られていたものなのか定かでない。

8

神主河野家が勧請か
いつ当地に祀られたか不明

旧ＪＲ安芸飯室駅ホーム跡に咲く桜

宇津孫右衛門屋敷跡→

晩湿"うもわ

生砂神社
うぐすなじんじゃ

天正１７（１５８９）年、毛利輝元が広島城を建

築する年から遡ること数百年以前に勧請した

ものらしいとの言い伝えがある。

7

古くからの産宮、産砂社
神社形態の初期のものか

龍王神社（水神社）
りゅうおうじんじゃ（すいじんじゃ）

建久３（１１９２）年、飯室の笹ヶ丸地区（不明）

に奉斎。後、現在の地に遷宮。往古は社号を亀

甲山と称えその後龍王山と改称、更に明治４

（１８７２）年、水神社と改称したものである。

6

鎌倉幕府成立時期に祭神来る
往古から改称を繰り返す

正念寺
しょうねんじ

江戸の初期、僧浄照が真言宗正念院として綾

ケ谷に建立。享保１５（１７３０）年、正山が浄土

真宗に改宗し正念寺と改め猪の子地区に移

築。時は不明「狭い地域に二ヶ寺はいらぬ」とい

うことで、正念寺が残った。

5

古寺を凌いで建てられた
可部の綾ケ谷から移築

古くは真言宗で、明応８（１４９９）年に順知が

水主町へ開基する。のち、浄土真宗に転じ飯室

上手の寺山に本堂を建立。文政１１（１８２８）年、

二層の山門を建て現在地に移る。

当地最古の浄土真宗寺院
木造如来坐像は市の重要文化財

養専寺
ようせんじ

4

木造如来坐像
もくぞうにょらいざぞう

本堂にどっしりとした重量感のある木造如来

座像が安置されている。作りは、一木造（頭部と

体部が一本の木から彫り出す技法）の像で、彫

法や衣文の刀法から平安時代のものと思われ

ます。市指定重要有形文化財（平成５年）

土井泉神社
どいいずみじんじゃ

この境内は１３００年代後半頃から、三須氏の

居城であった。時は不詳、三須氏は帰農し、こ

の地はしばらく空地となったはず。天承元（１１

３１）年、甲斐国より宇津に勧請され、宇津八幡

として建立された。時不詳、宇津の地より、この

泉山に遷宮された。

飯室を鎮守する高位の社
土居城主三須氏の居城跡

3

うもわ"晩湿
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山津波がおこり、浄巖寺や多数の民家が流さ

れてしまった。後に浄巖寺付近から薬師如来像

が出土。現在地にお堂を建て祀ったのがはじま

り。

9

災害で被災した人を祀る
近くには戦死者供養の塚も

大歳神社
おおとしじんじゃ

神主河野家先祖が上畠地区へ住居を定めたと

き、天保１０（１８３９）年か天保１１（１８４０）

年ころ勧請したものか、もともと上畠地区に祀

られていたものなのか定かでない。

8

神主河野家が勧請か
いつ当地に祀られたか不明

旧ＪＲ安芸飯室駅ホーム跡に咲く桜

宇津孫右衛門屋敷跡→

晩湿"うもわ

生砂神社
うぐすなじんじゃ

天正１７（１５８９）年、毛利輝元が広島城を建

築する年から遡ること数百年以前に勧請した

ものらしいとの言い伝えがある。

7

古くからの産宮、産砂社
神社形態の初期のものか

龍王神社（水神社）
りゅうおうじんじゃ（すいじんじゃ）

建久３（１１９２）年、飯室の笹ヶ丸地区（不明）

に奉斎。後、現在の地に遷宮。往古は社号を亀

甲山と称えその後龍王山と改称、更に明治４

（１８７２）年、水神社と改称したものである。

6

鎌倉幕府成立時期に祭神来る
往古から改称を繰り返す

正念寺
しょうねんじ

江戸の初期、僧浄照が真言宗正念院として綾

ケ谷に建立。享保１５（１７３０）年、正山が浄土

真宗に改宗し正念寺と改め猪の子地区に移

築。時は不明「狭い地域に二ヶ寺はいらぬ」とい

うことで、正念寺が残った。

5

古寺を凌いで建てられた
可部の綾ケ谷から移築

古くは真言宗で、明応８（１４９９）年に順知が

水主町へ開基する。のち、浄土真宗に転じ飯室

上手の寺山に本堂を建立。文政１１（１８２８）年、

二層の山門を建て現在地に移る。

当地最古の浄土真宗寺院
木造如来坐像は市の重要文化財

養専寺
ようせんじ

4

木造如来坐像
もくぞうにょらいざぞう

本堂にどっしりとした重量感のある木造如来

座像が安置されている。作りは、一木造（頭部と

体部が一本の木から彫り出す技法）の像で、彫

法や衣文の刀法から平安時代のものと思われ

ます。市指定重要有形文化財（平成５年）

土井泉神社
どいいずみじんじゃ

この境内は１３００年代後半頃から、三須氏の

居城であった。時は不詳、三須氏は帰農し、こ

の地はしばらく空地となったはず。天承元（１１

３１）年、甲斐国より宇津に勧請され、宇津八幡

として建立された。時不詳、宇津の地より、この

泉山に遷宮された。

飯室を鎮守する高位の社
土居城主三須氏の居城跡

3

うもわ"晩湿


